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東
京
土
建
は
1
月
27
日
、
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
「
2
0
1
7
年
度
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
審
査

会
を
行
な
い
ま
し
た
。
審
査
に
あ
た
っ
た
の
は
、
北
村
肇
週
刊
金
曜
日
発
行
人
、
山
路
満
全
国
商
工
新

聞
編
集
長
、
山
下
正
人
全
建
総
連
教
宣
部
長
、
向
井
光
也
「
け
ん
せ
つ
」
前
編
集
長
、
原
澤
修
東
京
土

建
教
宣
部
長
、
三
木
勉
「
け
ん
せ
つ
」
編
集
長
、
以
上
6
人
の
皆
さ
ん
で
す
。
2
月
11
日
に
は
、
同
じ

会
場
で
表
彰
式
を
行
な
い
ま
し
た
。
（
分
会
紙
等
は
2
2
2
9
号
で
紹
介
済
）

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
・
機
関
紙

賞
は
杉
並
支
部「
す
ぎ
な
み
」が
受

賞
し
ま
し
た
。「
す
ぎ
な
み
」は
5

年
連
続
で
機
関
紙
賞
に
輝
き
ま
し

た
。
審
査
員
か
ら
「
『
す
ぎ
な
み
』

は
申
し
分
な
い
」「
（
他
支
部
と
）

あ
ま
り
に
違
い
過
ぎ
る
」
「
ニ
ュ

ー
ス
も
こ
ま
め
に
入
っ
て
い
る
」

「
1
月
号
で
と
く
に
が
ん
ば
っ
て

い
る
」
と
絶
賛
さ
れ
ま
し
た
。

特
選
は
、
足
立
支
部
「
ち
か

ら
」、世
田
谷
支
部「
け
ん
ち
く
」、

中
野
支
部
「
指
金
」
、
西
多
摩
支

部
「
鉾
杉
」
が
入
り
ま
し
た
。
特

選
で
は
と
く
に「
ち
か
ら
」と「
指

金
」
が
「
文
句
な
し
」
と
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
「
鉾
杉
」
は
前

年
と
比
べ
て
格
段
と
改
善
さ
れ
て

い
る
と
評
さ
れ
ま
し
た
。

入
選
に
は
漏
れ
ま
し
た
が
、
力

を
つ
け
て
き
て
い
る
と
評
価
が
高

か
っ
た
品
川
支
部「
建
設
な
ん
ぶ
」

と
村
山
大
和
支
部
「
村
山
大
和
」

を
奨
励
賞
と
し
ま
し
た
。

受
賞
か
ら
漏
れ
て
し
ま
っ
た
機

関
紙
の
大
き
な
特
徴
は
、
①
ニ
ュ

ー
ス
が
少
な
い
、
②
仲
間
が
登
場

し
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
仲
間
か

ら
読
ま
れ
る
機
関
紙
と
す
る
た
め

に
、
ま
ず
こ
の
点
の
改
善
を
意
識

し
て
企
画
・
編
集
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

機
関
紙
賞

「
す
ぎ
な
み
」
杉
並
支
部

特
選

「
ち
か
ら
」
足
立
支
部

「
け
ん
ち
く
」
世
田
谷
支
部

「
指
金
」
中
野
支
部

「
鉾
杉
」
西
多
摩
支
部

入
選

「
お
れ
た
ち
」
荒
川
支
部

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
板
橋
支
部

「
け
ん
ち
く
」
目
黒
支
部

「
け
ん
ち
く
」
渋
谷
支
部

「
み
ち
し
る
べ
」
三
鷹
武
蔵
野
支

部「
ち
ょ
う
ふ
」
調
布
支
部

奨
励
賞

「
建
設
な
ん
ぶ
」
品
川
支
部

「
村
山
大
和
」
村
山
大
和
支
部

記
事
賞
（
支
部
機
関
紙
よ
り
、
以

下
敬
称
略
）

橋
本
正
三
（
足
立
）

長
妻
伸
治
（
墨
田
）

石
田
里
美
（
江
戸
川
）

近
藤
日
登
美
（
世
田
谷
）

八
鍬
律
子
（
調
布
）

記
事
賞
（
け
ん
せ
つ
よ
り
）

遠
藤
喜
世
志
（
江
戸
川
）

千
葉
理
恵
（
北
）

大
鐘
弘
資
（
渋
谷
）

南
哲
司
（
小
金
井
国
分
寺
）

岩
武
憲
生
（
多
摩
・
稲
城
）

「
忘
れ
え
ぬ
こ
と
」
よ
り

林
幸
樹
（
墨
田
）

伊
東
秀
幸
（
西
多
摩
）

久
嶋
梅
子
（
日
野
）

岡
田
豊
志
（
町
田
）

川
口
直
明
（
小
平
東
村
山
）

阿
部
史
夫
（
清
瀬
久
留
米
）

写
真
賞

長
妻
伸
治
（
墨
田
）

堀
田
祐
子
（
目
黒
）

松
野
勝
志
（
渋
谷
）

佐
々
木
庄
樹
（
世
田
谷
）

喜
多
正
之
（
杉
並
）

小
舩
勝
美
（
調
布
）

イ
ラ
ス
ト
賞

本
多
健
一
（
文
京
）

浅
見
サ
ダ
子
（
渋
谷
）

佐
藤
カ
ヅ
コ
（
渋
谷
）

早
川
義
栄
（
新
宿
）

長
谷
川
重
之
（
清
瀬
久
留
米
）

表彰された足立支部・「はなはた」の吉川かよ子さ
ん（中央）と山崎昌子さん（右）、左は原澤教宣部長

全
建
総
連
の
第
22
回
機
関
紙
コ

ン
ク
ー
ル
の
審
査
は
、
1
月
23
日

に
全
建
総
連
会
館
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
東
京
土
建
の
支
部
、
本
部

の
機
関
紙
で
受
賞
し
た
の
は
以
下

の
通
り
で
す
。

★
県
連
・
組
合
、
単
組
「
Ａ
部
門

（
月
1
回
以
上
発
行
、応
募
37
紙
）」

最
優
秀
賞

「
け
ん
せ
つ
」
（
東
京
土
建
）

★
支
部
「
Ａ
部
門
（
月
1
回
以
上

発
行
、
応
募
1
4
3
紙
）
」

優
秀
賞

「
け
ん
ち
く
」
渋
谷
支
部

奨
励
賞

「
鉾
杉
」
西
多
摩
支
部

「
す
ぎ
な
み
」
杉
並
支
部

「
建
設
者
」
葛
飾
支
部

★
支
部
「
Ｂ
部
門
（
年
12
回
未
満

発
行
、
応
募
42
紙
）
」

奨
励
賞

「
小
平
東
村
山
」
小
平
東
村
山
支

部★
青
年
部
・
主
婦
の
会
部
門
（
応

募
70
紙
）

審
査
委
員
特
別
賞

「
わ
か
く
さ
」
清
瀬
久
留
米
支
部

主
婦
の
会

「
女
性
の
会
か
つ
し
か
」
葛
飾
支

部
主
婦
の
会

「
か
な
め
」
中
野
支
部
か
な
め
の

会
（
主
婦
）

「
雑
句
場
覧
」
杉
並
支
部
青
年
部

練馬支部の青年部機関紙を再
開させたと話す原田千夏さん

詰
将
棋
の
解
答
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と
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三
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�
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5
一
玉
�
5
二
金
ま
で
15
手
詰
。

日
本
機
関
紙
協
会
の
「
2
0
1

8
全
国
新
年
号
機
関
紙
誌
コ
ン
ク

ー
ル
」
の
審
査
は
、
2
月
3
日
、

け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
行
な
わ

れ
、
東
京
土
建
の
支
部
、
分
会
な

ど
で
、
受
賞
し
た
の
は
以
下
の
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

★
労
働
組
合
支
部
・
市
民
団
体
支

部
機
関
紙
の
部

優
秀
賞

「
指
金
」
中
野
支
部

「
す
ぎ
な
み
」
杉
並
支
部
・
写
真

特
別
賞

「
お
れ
た
ち
」
荒
川
支
部

審
査
委
員
特
別
賞

「
建
設
ま
ち
だ
」
町
田
支
部

「
け
ん
ち
く
」
世
田
谷
支
部

「
土
建
し
ん
ぶ
ん
」
江
戸
川
支
部

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
北
支
部

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
練
馬
支
部

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
板
橋
支
部

「
ち
か
ら
」
足
立
支
部

★
労
働
組
合
分
会
・
市
民
団
体
班

な
ど
の
機
関
紙
の
部

優
秀
賞

「
た
か
ま
つ
」
練
馬
・
高
松
分
会

「
ひ
だ
ま
り
」
練
馬
・
石
神
井
台

分
会
主
婦
の
会

「
は
ら
か
ら
」
板
橋
・
徳
丸
分
会

審
査
委
員
特
別
賞

「
主
婦
の
ち
か
ら
」
町
田
・
さ
く

ら
会

「
奥
戸
3
9
9
人
」
葛
飾
・
奥
戸

分
会

「
本
田
」
葛
飾
・
本
田
分
会

「
し
ょ
う
ぶ
」
葛
飾
・
堀
切
分
会

「
細
田
高
砂
」
葛
飾
・
細
田
高
砂

分
会

「
水
元
」
葛
飾
・
東
水
元
分
会

「
女
性
の
会
か
つ
し
か
」
葛
飾
・

女
性
の
会

「
井
草
だ
よ
り
」杉
並
・
井
草
分
会

「
善
福
寺
タ
イ
ム
ズ
」
杉
並
・
善

福
寺
分
会

「
堀
の
内
だ
よ
り
」
杉
並
・
堀
ノ

内
分
会

「
中
央
だ
よ
り
」
杉
並
・
中
央
分

会「
荻
西
ニ
ュ
ー
ス
」
杉
並
・
荻
西

分
会

「
チ
ョ
ッ
ト
お
つ
き
あ
い
」
杉
並

・
主
婦
の
会

「
え
ご
た

な
る
ほ
ど
」
中
野
・

え
ご
た
分
会

「
か
な
め
」
中
野
・
か
な
め
の
会

「
笑
い
薬
師
」
中
野
・
や
く
し
分

会「
北
赤
通
信
」
北
・
北
赤
羽
分
会

「
な
か
ま
」
北
・
赤
羽
分
会

「
じ
ゅ
う
お
う
」
北
・
十
央
分
会

「
ほ
う
お
う
」
北
・
豊
王
分
会

「
北
東
だ
よ
り
」
北
・
北
東
分
会

「
た
に
し
」
北
・
西
が
原
分
会

「
懸
け
橋
」
北
・
事
業
所
分
会

「
主
婦
の
泉
」
北
・
主
婦
の
会

「
む
ぎ
田
柄
分
会
ニ
ュ
ー
ス
」
練

馬
・
田
柄
分
会

「
み
ち
く
さ
」
練
馬
・
桜
台
分
会

「
か
す
が
」
練
馬
・
春
日
分
会

「
あ
お
ぞ
ら
」
練
馬
・
高
松
分
会

主
婦
の
会

「
貫
井
分
会
ニ
ュ
ー
ス

れ
い
ろ

う
」
練
馬
・
貫
井
分
会

「
桜
並
木
」
練
馬
・
学
園
分
会

「
四
面
塔
」
練
馬
・
西
大
泉
分
会

「
い
ず
み
春
夏
秋
冬
」
練
馬
・
泉

分
会

「
わ
か
ば
」
練
馬
・
石
神
井
台
分

会「
あ
け
ぼ
の
」
練
馬
・
上
石
神
井

分
会

「
石
神
ニ
ュ
ー
ス
」
練
馬
・
石
神

井
分
会

「
菜
の
花
」
練
馬
・
石
神
井
分
会

主
婦
の
会

「
新
大
泉
分
会
ニ
ュ
ー
ス
」
練
馬

・
新
大
泉
分
会

「
ど
ん
ぐ
り
」
練
馬
・
早
宮
分
会

「
け
や
き
」
練
馬
・
早
宮
分
会
主

婦
の
会

「
富
士
見
台
」
練
馬
・
富
士
見
台

分
会

「
新
と
よ
た
ま
」
練
馬
・
新
豊
玉

分
会

「
か
た
く
り
」
練
馬
・
北
大
泉
分

会「
い
っ
ぷ
く
」
練
馬
・
青
年
部

「
ね
り
ま
の
母
ち
ゃ
ん
」
練
馬
・

主
婦
の
会

「
南
の
風
だ
よ
り
」
練
馬
・
南
事

業
所
分
会

「
主
婦
の
会
あ
ら
か
わ
」
荒
川
・

主
婦
の
会

「
荒
友
会
ニ
ュ
ー
ス
」
荒
川
・
荒

友
会

「
大
山
」
板
橋
・
大
山
分
会

「
花
水
木
だ
よ
り
」
板
橋
・
中
宿

分
会

「
お
お
や
ぐ
ち
」
板
橋
・
大
谷
口

分
会

「
大
谷
口
北
分
会
新
聞
北
町
奉
行
」

板
橋
・
大
谷
口
北
分
会

「
中
央
」
板
橋
・
中
央
分
会

「
お
ば
ん
で
す
」
板
橋
・
氷
川
分

会「
志
村
坂
上
新
聞
」
板
橋
・
志
村

坂
上
分
会

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
前
野
中
台
分
会
」

板
橋
・
前
野
中
台
分
会

「
ひ
ま
わ
り
」
板
橋
・
蓮
根
分
会

「
舟
高
新
聞
」
板
橋
・
舟
渡
高
島

分
会

「
新
赤
瓦
版
」
板
橋
・
新
赤
塚
分

会「
に
り
ん
草
」
板
橋
・
女
性
の
会

「
福
寿
草
」
板
橋
・
イ
キ
イ
キ
会

ニ
ュ
ー
ス
こ
ま
め
に
入
れ

仲
間
の
登
場
で
読
ま
れ
る
紙
面
に

４
部
門
で
１０
紙
受
賞

「
け
ん
せ
つ
」が
最
優
秀
に

全
建
総
連
第
２２
回
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

全
建
総
連
第
２２
回
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル


